
国

立

大

学

の

法

人

化

に

伴

い

、

東

京

大

学

が

学

生

に

対

し

て

行

う

懲

戒

処

分

制

度

の

改

正

が

予

定

さ

れ

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

の

改

正

は

、

学

部

学

生

・

大

学

院

生

の

皆

さ

ん

の

学

生

生

活

、

研

究

生

活

に

影

響

が

あ

る

か

も

し
れ

ま

せ
ん

。

例

え

ば

、

試

験

に

お

け

る

不

正

や

学

内

外

に

お

け

る

犯

罪

が

あ

っ

た

場

合

、

大

学

側

が

停

学

や

退

学

と

い

っ

た

形

で

、

学

生

を

処

分

す

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

も

ち

ろ

ん

、

大

学

側

も

問

答

無

用

で

処

分

す

る

わ

け

で

は

な

く

、

事

実

関

係

の

調

査

を

し

た

り

、

学

生

の

言

い

分

を

聞

く

機

会

を

設

け

た

り

、

処

分

の

程

度

が

適

当

か

を

審

議
し

た
り

し
ま

す
。

今

回

の

処

分

制

度

の

改

正

で

は

、

審

議

の

過

程

に

の

導

「

参

考

人

団

」「

参

考

入

が

検

討

さ

れ

て

い

ま

す

。

の

構

成

員

に

は

、

学

生

も

含

人

団

」

ま

れ

る

こ

と

か

ら

、

審

議

過

程

に

学

生

が

関

わ

っ

て

い

く

予

定

と

な

っ

て

い

ま

す

。

学

生

の

皆

さ

ん

は

処

分

さ

れ

る

側

だ

け

で

は

な

く

、

審

議

す

る

側

に

立

つ

可

能

性

も

あ

り

ま

す

。

新

制

度

移

行

に

関

し

て

、

不

明

瞭

な

点

も

多

い

こ

と

か

ら

、

経

済

学

研

究

科

大

学

院

生

自

治

会

は

、

説

明

会
を

要

請
し

ま
し

た
。

そ

の

結

果

、

５

月

１

９

日

（

水

）

の

１

７

時

か

ら

（

最

長

１

８

時

３

０

分

ま

で

）

経

済

学

研

究

科

棟

３

階

の

第

２

教

室

に

お

い

て

、

古

田

元

夫

（

）

学

生
生

活
委

員

会
委

員
長

副

学

長

を

中

心

に

制

度

変

更

の

説

明

を

し

て

い

た
だ

く
こ

と
に

な

り
ま

し

た

。

今

回

の

説

明

会

が

、

学

生

と

大

学

側

と

の

意

思

疎

通

を

深

め

、

学

生

か

ら

の

意

見

収

集

や

学

生

の

立

場

か

ら

の

制

度

改

善

の

一

助

と

な

れ

ば

、

幸

い
で

す
。

経

済

学

部

の

学

部

学

生

・

大

学

院

生

の
参

加

を
歓

迎
い

た
し

ま

す
。

（

経

済

学

研

究

科

院

生

自

治

会

委

員

長

齋

藤

経

史

）

「学生生活関連規程集および新しい学生懲戒処分制度に関するパブリックコメントの実施について」
は、東京大学の のトップページからリンクがつながっています。（学内のみアクセス可）Website
月 日の説明会について、ご意見、ご質問があれば、 までお知らせください。5 19 master@keijisaito.info

変
わ
り
ま
す
。

学
生
に
対
す
る
懲
戒
処
分
制
度
が

新しい学生懲戒処分制度の説明会
月 日（水） ： ～ 第 教室（経済学研究科棟 階）5 19 17 00 2 3

経済学部 学部学生・大学院生の皆さんへ


